
ボランティア座談会

図解！データで見る千代田区とボランティア

ボランティアの力／ボラセン職員の思い

山崎 亮さん(コミュニティデザイナー)

スペシャルインタビュー!! 

ま ち

千代田の魅力は
人がつくる。



阪神・淡路大震災で
コミュニティの力強さを感じた
　コミュニティデザイナーとして仕

事をするきっかけは1995年の阪

神・淡路大震災。関西の大学で都市

計画や設計を学んでいました。たく

さんの物が倒れて人が下敷きに

なって多くの人が亡くなっていると

いう光景を見たときに、デザイナー

としてどうすればいいのか考えまし

た。被災地をまわっていると、河原

で多くの被災者が互いに励まし

合っていました。あの時、実は僕自

身の心が相当救われました。とにか

く地図に全壊、半壊の色を塗って歩

いていたのですが、全部赤色で全

壊でした。そんな中、励まし合って

いるその人たちの会話に救われた

のです。ほっとしたというか、いい

なぁと思いました。災害が起きたと

きに人のつながりが強くなるので

はなく、普段から人と人とのつなが

りを強くすることはできないかと考

えたのが今の仕事のきっかけだと

思います。

建てる人と使う人は別
　市役所を建ててください、美術館

を建ててくださいと言う場合、お金

出す人と使う人は別々です。例えば

教育委員会が美術館を建てたいと

言っても、その人たちは結局美術品

を見に来る人たちと別の人です。僕

が勤めた設計事務所では、将来こ

の美術館を使うであろう人たちに

集まってもらい、どんな美術館だっ

たら使いやすいかという話し合いを

かさねました。ワークショップが終

わって、あとはいいデザインに反映

しますという段階になると、みんな

バラバラになってしまうので、それ

がもったいないと思ったのです。何

回もワークショップをすると、いい

感じで交流もしているし、みんな仲

よしになっています。このチーム

が、設計が終わって完成した建物に

関わるボランティアになったら、

もっと良くなるじゃないかなという

気がしてきました。その人たちが活

躍していくところまでサポートすれ

ば、本当にいい仲間が出来上がりま

す。彼らは出来上がった空間で生き

生きと活動を始めました。

ディズニーランドの
キャストと一緒
　ディズニーランドのしくみを参考

にパークマネジメントについて学ば

せてもらいました。ただ普通の県立

公園では、歌って踊ってくれるキャ

ストに給料を払えない。お金がなく

ても歌って踊ってくれるキャストを

探そうと思ったときに、市民活動と

いうのがとても大きく見えてきまし

た。そこで活動する人たちは楽しい

と思ったから参加したのです。それ

が重要な点だと知りました。地域で

困っている人たちと支える人たちを

どのようにつなげるかというところ

にアイデアが必要になります。

専門家と住民のズレを
解消するには
　楽しさなくして参加なしです。そ

して、参加なくして未来なしです。

　地域には住民の参加がないと、

地域の未来は多分ないだろうと思い

ます。僕らは参加型をどういうふうに

進めていくかを考えなければなりま

せん。地域福祉を進めていこうと

思ったとき、行政に頼りっぱなしでは

なくて、人々の参加が重要であると

いう話です。ところがその参加が、楽

しくなかったらやっぱり次行こうとは

思えません。意義だけで動く人は人

口の1割よりも少ないと思うのです。

動ける人はとても大事です。でも、専

門家がやってほしいと思っているこ

とと、住民が楽しくてやりたいと思っ

ていることはどこかでずれているこ

とがあります。このずれを一致させ

るためには、クリエイティブなアイデ

アが求められます。

でもボランティアする人は
多くない
　忙しいといってもみんな買い物に

行くし、おしゃれなカフェができたら

行きますよね。僕らもワークショップ

をするときはどこでやるか、場所を

意識しています。私たちは、ボラン

ティアをしようという気持ちにならな

い人を意識しがちですが、問い掛け

の仕方に問題があるのではないで

しょうか。そこに行きたいと思えるか

どうかのきっかけのデザインが大事

だと思います。そこにおいしいケーキ

があるかどうかです。

物を買ったりすることだけが楽
しさですか
　楽しさとは何か。ショッピングセ

ンターに行って、物を買うことが楽

しいことですか。それは誰かに楽し

ませてもらっていることであって、

自分自身が楽しさを生み出してい

るわけではありません。自分自身で

楽しさを生み出す技術を手に入れ

ることは、人生、生き方にとっても

のすごく大事なことです。その技術

を手に入れた人の人生は、絶対に

ずっと楽しいはずですから。どこに

居たってどんな状況だって楽しさを

生み出すことができる、その技術を

どう手に入れるかです。落ち葉掃除

が必要な時、いかに楽しく落ち葉を

掃いていくかということを、何通り

にも思いつくことができる人という

のは、落ち葉を掃くということだけ

でも楽しくできます。多分その人は

皿洗いも楽しくできるし、何でも楽

しくなりますね。自ら主体的に楽し

むということです。これが誰かの役

に立っていると、ありがとうと感謝

され、感謝されるとますます楽しく

なります。そういう楽しさを生み出

して、それを増幅させていくような

技術をぜひとも手に入れてほしい

と思います。

　1973年愛知県生まれ。Studio-L代
表、東北芸術工科大学教授、慶応義塾大
学特別招聘教授。地域が抱える課題を、
そこに住む人が解決するためのコミュニ
ティデザインに携わる。全国各地のまち
づくりにおけるワークシヨップ、住民参加
型の総合計画づくりに関するプロジェク
トに参画。
　著書に「コミュニティデザイン―人が
つながるしくみをつくる―」、「まちの幸
福論―コミュニティデザインから考える
―」などがある。

北海道沼田町つながる塾で
住民参加のワークショップ

福島県はじまりの美術館で
ガーデニングキャンプ

山崎亮（やまざきりょう）さん
プロフィール
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コミュニティデザイナーの山崎亮さん。学生時代に阪神・淡路大震災を経験。震災直後に現
地へ入り、全壊、半壊などの建物調査を行った。瓦礫と化した神戸のまちで、人と人が励ま

し合い、支え合う姿を見て、コミュニティの力強さを感じたと言う。それがコミュニティデザイナー
の原点。デザインは社会の課題を解決するためのツールである。地域の人たちが解決するための
場をつくるのがコミュニティデザイナーの仕事である。そんな山崎亮さんに、コミュニティにかか
わること、ボランティア活動についてインタビューをした。

コミュニティデザイナー  山崎 亮さん
インタビューアー  千代田区社会福祉協議会 梅澤稔

スペシャルインタビュー!! 

楽しさなくして参加なし
参加なくして未来なし







千代田区について、皆さんどのようなイメージをお持ちでしょうか？
ここでは千代田区のデータをもとに、地域で活動されているボランティアの方々の実態を
踏まえて、千代田区の地域活動を紐解いていきます。

人口の増加率ナンバー１

ボランティアの声

分譲マンションが増加

千代田区 中央区 港区 世田谷区 江東区

区で人口が最も少ない千代田区。しかし人口の
増加率は第1位です。このペースで増加する

と、2025年には人口のピークを迎えるという統計も！

居住年数（千代田区世論調査）の内訳では、9年まで
の短期居住者が半数近くを占め、平成24年以降増加
傾向にあります。どのような背景があるのでしょうか?

ランティアを通して、「新しい出会いがあった」
と回答された方がたくさんいらっしゃいました。

中には「小学校の先輩に再会できた。」（70代の方）と
いった方も。他にもこんな声が届いています。
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区別分譲マンション棟数の推移（公益財団
法人まちみらい千代田調べ）を見ていくと、い

ずれの地域においても分譲マンションの棟数が増
えています。統計からも、区内のいたるところで分譲
マンションの開発が行われていることがわかりま
す。新しい住宅が増え、区外から人が入ってきて人
口が増えています。なるほど、千代田区の人口が増
えている理由もわかってきました。

地

代田区民世論調査では、町会や地域の活
動、ボランティア活動に「参加したことがあ

る」または「関心がある」は、合わせて70.7％という
結果になっています。
　これを町会加入者でみると78.3％、町会未加入
者でみると54.8％となっており、町会未加入者の方
も5割以上の方が参加や関心を示していることがわ
かります。

内在住の主婦、定年退職をした方、区内在
学の学生が、ボランティア活動を多くしてい

る傾向にあります。さらに80歳で活動をしている
方や、活動歴20年というベテランもいました。
　今回のアンケート結果では、毎週あるいは毎月
1回はボランティア活動という方が多く、活動歴も
２～10年で、無理のない程度に、関心ある分野で
活動を続けていることがわかりました。また高齢
者の見守り活動や地域のふれあいの場づくりと
いった福祉分野、次いで清掃など環境分野での
活動など、身近なボランティア活動に参加されて
いる方も目立ちました。興味や特技を活かした分
野から始めることが、ボランティア活動に継続的
に携わるきっかけになることが少なくありません。
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平成25年から平成26年の人口増加率（東京都総務局統計部調べ）を示したものです。

地域活動への参加状況

87

何回か参加したことがある
23.9%

よく参加している！
11.4%

5年未満

5～9年20年以上
10～19年

30年以上

生まれて
からずっと

人口増加率 千代田区民の居住年数
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千代田区 地区別分譲マンション棟数の推移

昔培った特技を活かしてボランティア活動を
されている姿が、ボランティアをしている立場から見ても、
イキイキとして素晴らしい。

ボランティア活動を通して知り合った人に、まちであいさつをうけるようになった。

東日本大震災で東京に避難してきた方から
「東京の人がこんなに支援してくれるとは思っていなかった」
と涙ながらに話されたことが印象に残っている。

図解！データで見る千代田区とボランティア
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0%
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ボランティアはどのくらい？

ボランティアの活動頻度

高齢者の方への配食ボランティアで
「おいしかった」、「ありがとう」と言われると
励みになる。

月１回 
週１回 
週２回以上 
隔週 
隔月
年１回 

18%
29%
22%
17%
9%
5%

1年未満 
2～5年
5～10年
10～15年
15～20年 
20年以上

11%
 24%
 23%
 17%
12%
 13%

学生
主婦
会社勤め
定年退職者
自営業
その他

12%
41%
9%
11%
3%
24%

ボランティアのきっかけ ボランティアの職業ボランティアの活動状況

参加したこともなく関心がない
25.5%

35.4%
参加したことはないが関心がある

区

まとめ
の役に立つために始めたボランティア活動が、
自分自身の成長になった、という回答が目立ち

ます。また、新しい人との出会いや、過去の繋がりを
改めて紡いだ方も多く、そういった喜びを得られる
こともボランティア活動の醍醐味です。
　人口約57,000人ほどの千代田区ですが、区民と
企業の社員や学生とが、地域に関わる活動を通し、
交流することで、多様な関係が生まれています。人
間関係が希薄な時代ですが、都心の真ん中でも出

会いがあったり、地域に溶け込み、そのつながりで
地域の課題を解決したり、助け合うこともできます。
　人口が増加していく中で、新しく移り住んできた
人がどのように地域や町会と関わっていくかが、未
来の地域活動の発展に大きく関わっていきます。
　ちよだボランティアセンターは、地域のために活
動している、これから活動しようとする方に寄り添
い、サポートしていきます！

人

ボ
千代田区民世論調査

（平成27年１月）より

区内で活動するボランティアのアンケート調査（有効回答数76名）

町会や地域の活動、ボランティア活動への参加状況





ランティアとはほとんど縁がなかった大
学生の私。中学生の頃に何回かボラン

ティアしたことはありましたが、どこか優等生のよ
うな雰囲気が苦手で、ボランティアに自分から手
を挙げることは全くありませんでした。入学してす
ぐ、今までの部活と同じスポーツ系のサークルに
入りたいと思い、勧誘のチラシを見ていたところ、
友達から「ボランティアのサークルを見てみな
い？」とお誘いがありました。正直興味ないなぁ、
と思いながら、まだ出会ったばかりの友達に断り
づらく、しぶしぶ一緒に見学に行くことに。
　見に行ったのは身体障がい者と交流するサーク
ル。定例会はみんなで夕食を取りながら進めてい
て、席も自由でとてもよい雰囲気。「バイトは何し
てるの？」「○○ゼミはレポート多いよ。」等と先輩
たちと雑談しながら、しつこく勧誘されることな
く、まずはお試しで活動することになりました。そ
の日は車いすサッカーが趣味の障がい者の方と
サッカーの練習をしました。初めて見る車いす
サッカーに興奮したのと、先輩や障がい者の方と
話しているととても楽しくて、すぐに加入を決めま
した。
　その後も障がい者と学生が隔てなく、映画を見
たり、ディズニーランドに行ったり、毎年夏には旅
行にも行きました。何より魅力的だったのが、活動
の後は必ずメンバーでご飯に行くことと、活動以外

で花見、合宿、スノボなど楽しめるイベントがたく
さんあったこと。こんなに楽しく出来るボランティ
アは初めてで、みんなと一緒にいたいと思うよう
になりすっかり自分の居場所になっていました。
　自己満足と言われればそれまでですが、自分た
ちで価値を見出し、それぞれが学び、活動をする
ことで少しでも喜んでくれる方がいれば立派な
“ボランティア”になります。気が付けば、福祉分野
の職場を探していて、今の仕事に就いていました。
始める理由は何でもいいです。やってみることで
一つでも発見できることがあるなら。きっとどこか
居心地のいい活動場所が見つかるはずですよ。
　こんなふうに私のボランティアが始まり、今が
あります。共感していただけますか？もしよろしけ
ればあなたに合う活動を探すお手伝いをさせてく
ださい。
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当時の活動の様子。
障がいある方たちと学生とでピクニック。

日頃職員が思っていること、皆さんに伝えたいことをブログにして毎週更新！「ホー
職、が声ういと」！ねよすで方たてっ載にグロイブ「」。たしまし絡連て見をジーペム

員の励みになっています。いろいろな職員がいるちよだボランティアセンター。
今この情報誌をご覧の方もぜひ一度ご相談ください！

ボラセンスタッフ日記「ブイログ」
http://www.chiyoda-vc.com/vlog

〒101-0065 東京都千代田区西神田1-3-4 西神田庁舎4階 [開室時間] 月曜日～土曜日（祝日を除く）9:00～19:00

TEL 03-5282-3716 FAX 03-5282-3718　http://www.chiyoda-vc.com 

【発行】 社会福祉法人 千代田区社会福祉協議会 ちよだボランティアセンター
特別号 2015　【発行日】 2015年3月31日

検索ちよだボラセン

こんにちは！ちよだボランティアセンターの伊藤です。

ボランティア情報誌をご覧いただきありがとうございます。

今日もボランティアセンターには、窓口や電話、メールで“ボランティア”の相談が来ています。

ボランティアの相談に来る方の動機は様 で々す。

そこで今回は、私のボランティアを始めたきっかけ、気持ちをお話します。

（最後までお付き合いくださいね♪）
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